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16
人
が
個
人
質
問
に
立
っ
た
９
月

議
会
。
執
行
機
関
に
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
求
め
な
が
ら
、
一
方
で
そ

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
暴
走
を
阻
止

す
る
役
割
を
担
う
議
会
。
我
々
議
員

に
は
、
常
識
的
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
改
め
て
感
じ
た

20
日
間
で
し
た
。（

議
会
広
報
委
員
）

編
集
後
記

⑴
合
併
特
例
債
の
発
行
期
限
の

延
長
を
求
め
る
意
見
書

　

平
成
の
市
町
村
合
併
に
伴
う
合
併

特
例
債
の
発
行
期
限
は
、
合
併
か
ら

10
年
と
い
う
期
限
が
示
さ
れ
て
き
た

が
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し

た
東
北
地
方
の
合
併
市
町
村
に
対
し

て
は
、
発
行
期
限
が
延
長
さ
れ
て
い

る
。

　

近
い
将
来
起
き
る
と
さ
れ
て
い
る

南
海
地
震
に
つ
い
て
、
東
日
本
大
震

災
の
教
訓
を
生
か
し
現
行
の
地
震
・

津
波
対
策
を
見
直
す
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
地
震
対
策
に

係
る
特
例
債
の
発
行
期
限
を
東
北
地

方
の
合
併
市
町
村
同
様
に
延
長
す
る

こ
と
を
国
に
強
く
求
め
る
。

⑵
Ｊ
Ｒ
三
島
・
貨
物
会
社
に
係
る

　
　
　

税
制
特
例
の
継
続
等
を

求
め
る
意
見
書

　
Ｊ
Ｒ
四
国
、
北
海
道
、
九
州
の
Ｊ

Ｒ
三
島
会
社
は
少
子
高
齢
化
や
地
方

の
過
疎
化
が
進
む
中
、
各
社
の
努
力

で
何
と
か
経
営
を
維
持
し
て
お
り
、

Ｊ
Ｒ
貨
物
も
非
常
に
厳
し
い
経
営
状

況
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

各
会
社
の
社
会
的
役
割
と
い
ま
だ

に
完
遂
さ
れ
て
い
な
い
国
鉄
改
革
の

課
題
に
鑑か

ん
が
み
れ
ば
、
税
制
特
例
措
置

を
継
続
し
、
当
該
各
社
の
経
営
自
立

に
向
け
た
安
定
的
な
運
営
と
、
地
域

交
通
や
鉄
道
貨
物
の
確
保
に
向
け
た

道
筋
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
次
年
度
の
税
制
改
正
に

お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
三
島
・
貨
物
会
社
に

係
る
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
を

減
免
す
る
特
例
措
置
の
継
続
実
施
な

ど
３
項
目
を
国
に
強
く
要
望
す
る
。

⑶
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

拡
大
を
求
め
る
意
見
書

　

核
燃
料
や
地
球
温
暖
化
を
進
め
る

化
石
燃
料
へ
の
依
存
割
合
を
下
げ
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
拡
大
す
る

こ
と
は
、
わ
が
国
の
高
い
技
術
力
や

自
然
環
境
か
ら
す
る
と
無
理
な
こ
と

で
は
な
い
。
し
か
し
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
小
規
模
か
つ
地
域
に
偏

在
す
る
資
源
が
多
く
、
全
国
一
律
の

施
策
で
は
地
域
特
性
を
十
分
に
生
か

せ
な
い
。

　

よ
っ
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
拡
大
す
る
た
め
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

調
査
を
初
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

適
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促

進
を
図
る
法
的
整
備
と
資
金
的
な
支

援
策
を
講
じ
る
よ
う
政
府
に
強
く
求

め
る
。

⑷
平
成
24
年
度
以
降
の

　

子
宮
頸
が
ん
等
予
防
ワ
ク
チ
ン

　
　

接
種
助
成
制
度
及
び
妊
婦
健
診

へ
の
財
政
支
援
の
継
続
を

求
め
る
意
見
書

　

女
性
・
母
体
の
健
康
を
維
持
し
、

子
供
た
ち
の
命
を
守
る
施
策
の
重
要

性
は
明
白
で
あ
る
。
特
に
少
子
化
を

受
け
て
、
子
供
を
安
心
し
て
生
み
育

て
ら
れ
る
社
会
環
境
の
向
上
の
た
め
、

国
が
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
期
限
付

き
で
は
あ
る
が
実
施
さ
れ
て
い
る
子

宮
頸
が
ん
等
予
防
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
助
成
す
る
交
付
金
お
よ
び
妊
婦
健

診
の
公
費
負
担
制
度
の
事
業
は
効
果

を
上
げ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
平
成
24
年
度
以
降
も
子

宮
頸
が
ん
等
予
防
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

助
成
制
度
お
よ
び
妊
婦
健
診
へ
の
財

政
支
援
の
継
続
を
政
府
に
強
く
求
め

る
。

⑸
学
校
施
設
の
防
災
機
能
向
上
の

た
め
の
新
た
な
制
度
創
設
を

求
め
る
意
見
書

　

学
校
施
設
は
、
児
童
・
生
徒
の
学

習
・
生
活
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、

多
く
は
災
害
時
に
地
域
住
民
の
避
難

場
所
と
な
る
た
め
、
安
全
性
、
防
災

機
能
の
確
保
は
重
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
新
築
・
改
築
時
の
み
整

備
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
貯
水
槽
・

自
家
発
電
設
備
等
防
災
設
備
整
備
の

単
独
事
業
化
等
、
学
校
施
設
の
防
災

機
能
向
上
の
た
め
の
新
た
な
制
度
を

創
設
す
る
な
ど
３
項
目
を
実
施
す
る

よ
う
政
府
に
強
く
要
望
す
る
。

⑹
円
高
・
デ
フ
レ
を
克
服
す
る

経
済
対
策
を
求
め
る
意
見
書

　

日
本
経
済
は
円
高
・
デ
フ
レ
傾
向

が
長
期
化
し
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
経
済
情
勢
の
悪
化
も
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
歴
史
的
水
準
の
円
高
は
地
域

の
製
造
業
、
観
光
業
に
大
き
な
打
撃

を
与
え
て
お
り
、
こ
の
状
態
を
放
置

す
る
と
地
域
経
済
は
悪
化
の
一
途
を

た
ど
る
こ
と
と
な
る
。
日
本
経
済
全

体
の
復
興
が
被
災
地
の
復
興
に
つ
な

が
る
と
の
考
え
の
も
と
、
今
こ
そ
抜

本
的
な
円
高
・
デ
フ
レ
対
策
に
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
る
。

　

よ
っ
て
、
円
高
の
痛
み
を
直
接
受

け
る
輸
出
産
業
へ
の
痛
み
を
緩
和
す

る
施
策
を
打
ち
出
す
な
ど
４
項
目
の

実
現
を
国
に
強
く
要
望
す
る
。

⑺
電
力
多
消
費
型
経
済
か
ら
の

転
換
を
求
め
る
意
見
書

　

電
力
多
消
費
型
経
済
社
会
か
ら
の

転
換
を
図
り
、
省
エ
ネ
・
節
電
が
日

常
的
、
安
定
的
に
実
施
で
き
る
社
会

を
早
急
に
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
電
力
消
費
の
低
減
対
策

と
と
も
に
、
家
庭
で
の
省
エ
ネ
、
エ

コ
化
の
早
期
推
進
の
た
め
省
エ
ネ
ポ

イ
ン
ト
（
仮
称
）
の
創
設
、
省
エ
ネ

型
家
電
へ
の
買
い
替
え
や
事
業
所
等

へ
の
支
援
措
置
な
ど
を
早
急
に
決
定
、

実
施
す
る
よ
う
政
府
に
強
く
求
め
る
。

⑻
大
規
模
災
害
時
に
備
え
た

公
立
学
校
教
職
員
派
遣
制
度
の

創
設
を
求
め
る
意
見
書

　

大
規
模
地
震
や
豪
雨
等
の
非
常
災

害
時
に
お
い
て
被
災
地
に
派
遣
さ
れ

た
教
職
員
は
、
現
地
の
学
校
現
場
に

お
け
る
復
旧
支
援
に
大
き
く
貢
献
し

て
き
た
。
一
方
で
、
派
遣
に
つ
い
て

国
の
明
確
な
ス
キ
ー
ム
が
存
在
し
な

い
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
浮
き

彫
り
と
な
っ
て
お
り
、
大
規
模
災
害

時
に
備
え
た
教
職
員
派
遣
制
度
の
構

築
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
迅
速
か
つ
適
切
な
教
職

員
派
遣
を
行
う
た
め
に
、
派
遣
教
職

員
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
や
、
被

災
地
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
な
ど
を

図
る
公
立
学
校
教
職
員
派
遣
制
度
の

創
設
な
ど
３
項
目
の
速
や
か
な
実
施

を
政
府
に
強
く
要
望
す
る
。

⑼
放
射
線
か
ら
国
民
を
守
る
た
め

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書

⑽
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
の

撤
回
を
求
め
る
意
見
書

⑾
高
校
授
業
料
無
償
化
を
維
持
し
、

さ
ら
な
る
教
育
費
無
償
化
の

前
進
を
求
め
る
意
見
書

９
月
定
例
会
に

提
出
し
た

⑴
～
⑸
は
全
員
賛
成
で

⑹
～
⑻
は
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

⑼
～
⑾
は
否
決
し
ま
し
た
。

（要　旨）

意
　
見
　
書


